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３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権

利
が
消
滅
し
た
と
き
に
お
け
る
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控
除

す
る
取
得
費
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

配
偶
者
居
住
権

当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
当
該
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
時
に
お
い
て
、
そ
の
時
に

当
該
配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
を
譲
渡
し
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
建
物
の
取
得
費
の
額
と
し

て
計
算
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
そ
の
時
に
お
け
る
配
偶
者
居
住
権
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
に
対
応
す
る
部
分
の

金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
よ
り
当
該
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
も
の
と

し
、
当
該
金
額
か
ら
当
該
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
す
る
期
間
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
も
つ
て
当
該
配
偶
者
居
住
権
の
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
費
と

す
る
。

二

配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
を
当
該
配
偶
者
居
住
権
に
基
づ

き
使
用
す
る
権
利

当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
当
該
権
利
を
取
得
し
た
時
に
お
い
て
、
そ
の
時
に
当
該
土
地

を
譲
渡
し
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
土
地
の
取
得
費
の
額
と
し
て
計
算
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
そ
の
時
に
お
け
る
当

該
権
利
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た

金
額
に
よ
り
当
該
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
し
、
当
該
金
額
か
ら
当
該
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
す
る
期
間
を
基

礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
も
つ
て
当
該
権
利
の
第
三
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
費
と
す
る
。

第
六
十
七
条
の
見
出
し
中
「
小
規
模
事
業
者
」
を
「
小
規
模
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行

う
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

雑
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
居
住
者
の
う
ち
小
規
模
な
業
務
を
行
う
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
も
の
の
そ
の
年
分
の
当
該
雑
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
（
山
林
の
伐
採
又
は
譲
渡
に

係
る
も
の
を
除
く
。）の
計
算
上
総
収
入
金
額
及
び
必
要
経
費
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
業
務
に
つ
き
そ
の
年
に
お
い
て
収
入
し
た
金
額
及
び
支
出
し
た
費
用
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
手
続
そ
の
他
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令

で
定
め
る
。

第
八
十
条
を
削
る
。

第
八
十
一
条
の
見
出
し
を「（
寡
婦
控
除
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
寡
夫
」
を
削
り
、同
条
第
二
項
中「
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
」
を
「
寡
婦
控
除
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
ひ
と
り
親
控
除
）

第
八
十
一
条

居
住
者
が
ひ
と
り
親
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又

は
山
林
所
得
金
額
か
ら
三
十
五
万
円
を
控
除
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
は
、
ひ
と
り
親
控
除
と
い
う
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
、
第
八
十
一
条
（
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
）
又
は
第
八
十
二
条（
勤
労
学
生
控
除
）」を「
又

は
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
二
条
ま
で
（
寡
婦
控
除
等
）」に
、「
、
寡
夫
」
を
「
、
ひ
と
り
親
」
に
、「
死
亡
し
又
は
」
を

「
死
亡
し
、
又
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
親
族
（
扶
養
親
族
を
除
く
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
」

及
び
「
親
族
が
」
を
「
子
が
」
に
、「
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
イ
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
三
十

一
号
イ
」
に
、「
親
族
に
」
を
「
子
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
百
三
条
の
三
第
一
号
ヘ
」
を
「
第
二
百
三

条
の
三
第
一
号
ト
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
八
十
一
条
」
を
削
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」
を
「
寡
婦
控
除
、
ひ
と
り
親
控
除
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
三
項
第
二
号
中
「
、
配
偶
者
特
別
控
除
又
は
扶
養
控
除
」
を
「
又
は
配
偶
者
特
別
控
除
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
中「（
定
義
）」を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
、
第
八
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
判
定
を
す
る
時
の
現
況
に
お
い
て

非
居
住
者
で
あ
る
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
に
関
す
る
事
項
の
記
載
を
す
る
居
住
者

扶
養
控
除
に
係
る
非
居
住

者
で
あ
る
親
族
が
当
該
居
住
者
の
親
族
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類
及
び
当
該
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
が
当

該
居
住
者
と
生
計
を
一
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
並
び
に
当
該
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
が
年
齢
三
十

歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
（
当
該
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
が
障
害
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
は

第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
二
ロ

（
定
義
）
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類
又
は
同
号
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
百
二
十
条
第
四
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、「
の
当
該
」
を
「
又
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
若
し
く
は
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
五
項
（
保
険
医
療
機
関
等
の
診
療
報
酬
）
に
規
定
す
る
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
の
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
除
く
。）」の
下
に「
又

は
そ
の
年
に
お
い
て
雑
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
居
住
者
で
そ
の
年
の
前
々
年
分
の
当
該
業
務
に
係
る
収
入
金

額
が
千
万
円
を
超
え
る
も
の
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」
を
「
寡
婦
控
除
の
額
、
ひ
と
り
親
控
除
」
に
改
め

る
。第

百
六
十
五
条
第
一
項
中「（
障
害
者
控
除
）、
第
八
十
一
条
」
を
削
り
、「（
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
等
）」を「（
障
害
者

控
除
等
）」に
改
め
る
。

第
百
六
十
六
条
中
「
同
条
第
六
項
中
「
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
」
を
「
同
条
第
六
項
中
「
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
」
に
、「
限
る
。）」
と
、「
」
を
「
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特

定
業
務
」
と
い
う
。）」
と
、「
雑
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
雑
所
得
を
生
ず
べ
き
特
定
業
務
」
と
、「
業

務
に
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
業
務
に
」
と
、「
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
七
条
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
条
第
二
号
ハ
中
「
、
寡
夫
」
を
「
、
ひ
と
り
親
」
に
、「
第
七
十
九
条
（
障
害
者
控
除
）、
第
八
十
一
条

（
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
）、
第
八
十
二
条
（
勤
労
学
生
控
除
）」を
「
第
七
十
九
条
か
ら
第
八
十
二
条
ま
で
（
障
害
者

控
除
等
）」に
、「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
」
を
「
寡
婦
控
除
の
額
、
ひ
と
り
親
控
除
の
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
居
住
者
が
」
を
「
居
住
者
が
、」に
改
め
、「
、
寡
婦
、寡
夫
」を
削
り
、「
に
は
、」

を
「
に
は
」
に
、「
事
実
」
を
「
事
実
並
び
に
寡
婦
又
は
ひ
と
り
親
に
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨
」
に
改
め
、
同
項

第
七
号
中
「
若
し
く
は
第
五
号
の
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
及
び
「
又
は
控
除
対
象
扶
養
親
族
」を
削
り
、「
、
そ
の
旨
」

を
「
そ
の
旨
並
び
に
第
五
号
の
控
除
対
象
扶
養
親
族
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定

す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
。）が
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
及
び
控
除
対
象
扶
養
親
族

に
該
当
す
る
事
実
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
第
六
項
ま
で
」
に
、「
書
類
」
を
「
書
類
（
当
該

国
外
居
住
親
族
が
同
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
で
あ
り
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
に

該
当
す
る
事
実
が
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
二
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

書
類
及
び
同
号
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類
）」に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
事
実
」の
下
に「（
当

該
国
外
居
住
親
族
が
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
二
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
扶
養
控
除
の
額

に
相
当
す
る
金
額
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
国
外
居
住
親
族
が
同
号
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当

す
る
事
実
）」を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
書
類
」
の
下
に「（
当
該
国
外
居
住
親
族
が
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の

二
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
扶
養
控
除
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
国
外
居
住
親
族
が
同
号
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）」を
加
え
る
。

第
百
九
十
五
条
第
一
項
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」
を
「
寡
婦
控
除
の
額
、
ひ
と
り
親
控
除
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
又
は
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
及
び
「
で
あ
る
親
族
」
を
削
り
、「
、
そ
の
旨
」
を
「
そ
の
旨
並
び
に
同
号
に

規
定
す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
が
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
及
び
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
該

当
す
る
事
実
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
書
類
」
の
下
に「（
当
該
記
載
が
さ
れ
た
者
が
同
号
の
控
除
対
象
扶
養
親

族
で
あ
り
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
該
当
す
る
事
実
が
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
二
ロ

（
定
義
）
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
及
び
同
号
ロ

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す

る
旨
を
証
す
る
書
類
）」を
加
え
る
。

第
二
百
三
条
の
三
第
一
号
ハ
中
「
又
は
寡
夫
」
を
削
り
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ホ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同

号
ニ
中
「
ホ
及
び
ヘ
」
を
「
ヘ
及
び
ト
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

当
該
申
告
書
に
当
該
公
的
年
金
等
の
受
給
者
が
ひ
と
り
親
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
三
万
円


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